
様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）
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経費項目 調宜け拶蹟・句↑I珍賀・Iﾑ聡仏報賀・妥萌剛肩謂間源・云譲貢・貞科TH.垣・買平l蠣八質匙塞寡〆詞""|貢・ノ、ざr頃

内 容 自動車リース料（令和4年5月分）

年月日 令和4年5月6日～令和年 月 ・日 金 額 28；998円

目的

使途

政務活動・

県政との

関連性

＜､､ロ貝JIX尋貞I,｣1千〃’

*月額リース料金（68,726円）から重量税､任意保険料等政務活動費対象外経費を

除いた金額（57,996,円に〃2を乗じた額を充当する

計算根拠令和4年4月証拠書(整理番号4－3~ ）参照

私用で案分

領収書金額(a)

57,996円

房 ごノJーTー､ｰﾉ

1/2

％

政務活動費支出額(a×b)

28,998円
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番号 日付 取引 差引残高摘要お預入金額お引出令類

ホンﾀﾞﾌｱｲﾅﾝｽ001 2022年05月06日分 出全 68,726円
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様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのぐに県民クラブ・ 佐野愛子）

篭Ih7＝…/向、 ＝と斗塞/1句1 1 7…拝舌ﾘｵ塞寺L凹轌/句Y、
案分の理由

政務活動､後援会活動で

使用のため

壱三戸〃．

経費項目 計造形蹟･研修費･…費･野瀬静穂積 ･会議費･資料ｲ露･鮮艤ｽ費･事務費“･人件費

内 容 事務所上下水道料金（令和4年4月請求分）

年月日 令和･4年5月－6日～令和 年 月 日 金額 2j442円

目的

使途

碁4カゴロ…

県政との

関連性
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4,884円

1／2

％ 2,442円
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上下水道使用量のお知らせ 口座振替済のお知らせ

令和4年4月分
I

I

毒用期間令和4造 合禾、4年4月2日吾

2m3でした。参考までに、前年同月の使用水量は

I

令和4年4月分
使用期間 令和4年

口座振替日令和4年

2月2日から令和4年4月2日まで

5月6日

I

1

(税込み）

次回口座振替日 令和4年5月6日 一

口座振替の方以外は、後日納付害を送付します。
本票は請求書ではありません。 、

昌

. ､､､．． 凸 .．，，，富．．．.司 司…〃． ._.△◇､－△.“.△凸．….ﾛ.･･.◇ﾛ...……........｡ﾏﾏﾛ◇ ▽,◇ﾛ,…. -,｡ ﾛ...‐.ロー◇◇ﾛ.凸△.…._△△△.△. .........･4.－．．，． ．．．．．ﾛﾏﾛ.ﾛ◇ﾏﾏ、－－

(税込み）

」

上記の金額を口座から振替させていただきました。

l

q 1▲毒面 11屑回危垂【． J 冷平皇 「1鐸

■■■■■■■■AO435-004805=0QQ■■■■■■■■020mm
使 用 者 氏 名

ふじのくに県民クラブ藤枝佐野愛子事務所
様

ﾌkｫ余番号 順路番号 メータ 昏号 口径

■■■ﾊﾜnmm
35-004805-000

設置場所 ・使用者氏名

青木2丁目18番3号

アオキビルB C－1

ふじの<に県民クラブ藤枝佐野愛子事務所様
ご指定の振替口座

金融機関名
*＊＊＊**＊＊＊＊

－F‐

口座番号 ******＊ ｜種別

回指針今
マ ﾜク

前回指針（一） '0

旧メータ使用水量(十） m3

使用水量 'm3

使用 水量 2m3

~上水道料金 '6 円

下水道使用量 2m3

下水道使用料 2,200円

督促手数料 0円

振替済合計金額 4,884円

上水道料金 2.684円

下水道使用料 2,200円

請求予定金額 4,884円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）

轄轌万一

経費項目 司法形漬.研修費.….雲霧篇穂積.会議費･鐸H鰔費･資料購入費･事務費･謡銅漬･人件費

内 容 FMしまだコーナー料

年月日 令和4年5月10日～令和年 月 日 金額 49,720 .円

目的
定期的に県政、地域情報を報告する

使途
令和4年4月分コーナー料及U濫金…ト

政務活動．

県政との

関連性

政務活動を通じて得た様々な情報を広く伝えることができる

お取扱日 店番 承酌引内容

04－05－10 00 ヲ 通帳送金

記 号

＊＊＊＊＊

ロ

取扱番号

NO43 ＊49，500

驚灘蕊一一残高
誇田掛川信用金庫

諸田本店営業部

野通 916955

7）エフエムシマタﾞ

差金料金 ＊220円

辰込予定日04－05－10

ｻノアイコ

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである 49,720円

未幻~ヰユ1,ノ

／

100％

与判力T口割員へ閂醒、哩ク、リノ

49,720円



〒426－0132

静岡県藤枝市本郷286 2022年4月30日

求書
聿
月

二
二
口御

佐野愛子 様

株式会社FM島田

代表取締役社長八木和

〒427-0042

島田市中央町5番の1プラ

TEL:0547-34-1765 FAX:0547-34-5700

2022年4月度

期間2022/04/01～2022/04/30

ご請求額 ¥49,500

<お振込み先＞

島田掛川信用金庫島田本店営業部

普通0916955

株式会社FM島田

上記の通りご請求申し上げます。

来月末迄にお振込みをお願い致します。

※振込手数料は貴社ご負担にて

お願い申し上げます。

－扇一署一

産

費 目 請求金額

コーナー料 45,000

小 計 45,000

消費税等 （'0.0%） 4,500

合 計 ¥49,500



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）

帝＝再ワ

経費項目 ”一"Uクー､ "U ロー〆､ ■ ■ "~ー■ ﾛF一､ 一､Fq･芦■ﾛ叩■ ■ﾛ丙歴~ダ宅 ー~一一､ ＝､ﾛ g ﾛ ■ ■ ずマ己 一も■ ﾛ"師■= 一℃－ーマーー マ一宇･" ロー己 戸 ■ ■一一

内 容 事務所ファックス通信料

年月 日 令和4年5月10日～令和年 月 日 金額 3,102円

目的

使途

嘩
露

活動。

との

関連性

、l少式ケ峰白J1HI J’ 'rぞ

I

』 _

I

I

I ■ U e

||IIlllill

i I

; 1 4-U5-10 (NTT) 電話 6,205

I

’

案分の理由

政務活動と後

で使用のため

援会活動

領収書金額(a)

6,205円

案分率(b)

1/2

％

政務活動費支出額也×b)

3,102円



株式＝社電話料金箸料金T諏
ご引.氏分】“ ．口座振替のご案内"(' 二 ' ； 用分）

義議識雛職溌溌琴獄
鐸j弓お客様
#.::：. .苦 (BILLIN

、. . ､浄 賂. .

燕議鴬譜蕊蕊蝶舗観;熟L f･L､.1､"l.j砿4 . - ‘ ： . . ｡ ,_
･ ｷ ｰ ､ ■ ､ ■ ■ 4， △ ◇ ﾏ ﾛ ﾛ ■ ･

下記、ご利用料金を口座振替により領収いたしました。
Thefollowingamountwa5tranSfe｢『edfromyouraccount.(2022年4月25日発行）

※振言日に握替が出来なかった場合は延滞利息を加算させていただく場合があります｡

※ﾛ嘩替をご利用のお客様で、振替日に振替ができなかった堤合は､原則､振替日から
起算して15日後に再度振替させていただきます｡

榊

桑

霞
NTTファイナンス株式会
〒108-0075

東京都港区港南1－2－70
印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

並

昭

【NTTプァイナンスからのお知らせ】--－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
*** NTTグループ各社ご請求金額＊＊＊
NTT西日本分ご請求額 ･ 6, 205円
(合計) 6, 205円詳細については､ ｢ご請求内訳｣をご覧ください｡

園

*** NTTファイナンスからのお知らせ***
奇数月のご請求額が5, OOO円未満の場合は翌月に2ヶ月まとめてご請求しております｡

***NTT西日本からのお知らせ*** ﾌﾚﾂﾂ光の割引サービス（光もっともっと割､Web光もつともっと割､ど－んと割､
ど－んと学割､光はじめ割）は割引契約期間満了時に契約が自動延伸されます｡延伸をご希望されない場合はNTT西日本へご連絡
が必要です｡割引適用期間中に本割引を解約された場合､解約金が発生する場合があります｡割引適用期間の満了月とその翌月の解
約には解約金は発生いたしません｡詳しくはNTT西日本ﾌﾚｯﾂ公式ｻｲﾄ1･i,.HPlZ/'TTet5-"coII1/war i
／]でご確認ください｡ *NTT西日本請求額のうち､料金回収代行分はNTT/.アイナンスヘ請求事務を委託しています｡
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請求年月
(MONTHOF ISSUE)
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振替今額

(TMNSFERAMOUNTOFMONEY)
6， 205円

■寺 4 －．~q % ロ ロ マロ ③ ぴ

2022舘勉負建請莱強Z ､蕊蕊鵡樋識載
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内訳項目金額(円）
[HM6EBRMKDMBYCATEGOWWfM

内訳金額(円）
AMOUNT(YEN)
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様式第1－2号
蓉罫雲号 ｜｜ な－よ

支出証拠書（各種団体会費）
1

'

ー7貢一一F圭令室(h) |政務活動善支出額(a×b)
案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

経費項目 顛萄霊･研修費

内 容 令和4年度会費藤枝心愛会

年月日 令和4年．5月12日へ令和年 月 日 金額 4j000円

=Uノノ唾巨一

目 的

年月TfI年盲君生じ、しv〆…'ー八Jｰ、、 ，Ⅱ、ﾛ ロ ,"』．星‘ｰ'一冒一一昔．ー ・

会の活動

内容等

会の趣旨をもとに、福祉社会の夷児に奇与する沽到

婆4力1口…

県政との

関連性

F千F．！ーダ､J ノー一…ﾛ ｰｰ』U 、ー■一一・一ーｸ ヶ ﾜ , 。 ~

〕二

領収書

様

金4,000.円也

但し令和輿年度藤枝心愛会会費

令和学年冷月／ノ日 NPO法人精神保健福祉
理事長 小野清子

藤

〆で富＝＝－ .． ， →"ﾍ溶_､い， 、 古九名：供野雰子

4,000円

／

100％ 4,000円



令和4年度

特定非営利活動法人精神保健福祉

藤枝心愛会総会

’ (第56回）

』

*､

－．－二仏味＆

」

?ﾛ
写自遙

蕊4 期

哩 畦
弦 ゆ

！ 聯
も÷

髄I

鱒晒浦1リ 避難

罵謹罰！
平

冒壇葛篭

’

日時令和4年(2022年)5月12日（木）

午後1:00分受付

午後1:30分開会

会場藤枝市生涯学習センター

藤枝市茶町1-5-5

(TELO54-646-3211)



第1号議案

令和3年度事業報告

1.精神障害者やその家族の心の支えである事を活動の基本とし、 「リカバリー｣と言う考え方を大切にして､会員
の｢支えあい｡学び合い｣を進めた。

(1)｢相談活動｣｢懇談事業｣｢家族による家族学習会｣を行い､会員･地域家族などに"安心の場.話せる場.学
びの場"を提供した。

(2)"困っている障害者や家族"への訪問や当事者との交流は難しく課題が残った。

(3)会員や地域の方々に精神保健福祉への理解を進めるため、 「藤枝心愛会だより｣｢しんあい交信(年3回)」
を発行し､情報提供した。

(4)｢懇談事業｣｢広報活動｣などによ叺｢訪問看護｣｢グﾙｰプﾎｰﾑ｣について情報を提供した。
(5)コロナ禍により心愛フェスタは実施できなかったが､新茶､素麺販売､資源回収など福祉事業を積極的に行
った。

月

2.社会活動(対外的な活動）

遅れている｢地域医療保健福祉の拡充｣｢精神障害者への地域の理解｣に努めた。

（1）昨年度に続き｢医療･生活問題｣について藤枝市へ要望し回答も頂いた｡また訪問支援等について､地域

!

I

i
I

の病院との話し合いを進めた。

(2)グループホーム設置について検討は進まなかった。

（3） 「広報活動の充実｣｢関係団体との連携｣などにより､精神障害者への地域の理解を進めた。

3.関係団体との連携と交流

(1)社会福祉法人心愛志太の事業所への事業に協力した。

(2)静岡県精神保健福祉会連合会､焼津･藤枝2市心愛連絡会､他の福祉団体との連携を図った。
地域4家族会はコロナ禍により中止となった。

I
『

I

1
1

’ 4.組織の強化

○｢家族学習会｣実施により､会員1名の入会があった。
○ホームページの更新(毎月)を進めた。

○コロナ禍によりバザーなど実施できない状況で収入が減少した6

卜

1
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第3号議案

令和4度事業方針(案）

1精神障害者やその家族の心の支えであることを活動の基本とします。

「リカバリー｣と言う考え方を大切にし､会員の｢支え合い｡学び合い｣を進めます。

(1)｢相談活動｣｢懇談事業｣｢第11回家族による家族学習会｣を行い､会員･地域家族などに"安心な場・話せる

場･学びの場"を提供する。

(2)相談･懇談事業､班活動として"障害者や家族"を訪問､悩みを分かち合い共に考える活動を進める｡また、

活動･事業への当事者の参加､交流を進める。

(3)会員や地域の方々に情報を提供し､精神保健福祉への理解を進めるため｢藤枝心愛会だより｣｢しんあい交

信｣の発行や事業活動の記録を継続して行く。

(4)｢懇談事業｣｢講演会｣｢広報活動｣などにより、 ｢成年後見制度｣など､会員や地域の方々が必要とする｢制度・

施設･サービス｣について情報を提供する。

(5)福祉事業としてバザー､新茶､素麺の販売､古紙･アルミ缶の資源回収事業等を積極的に行う。

湘
熾
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；2.対外的な活動として"遅れている地域医療､保健福祉の拡充･精神障害者への地域の理解"を進め､ ｢精神障

害があっても安心して暮らせる地域づくり｣(心愛会50周年大会テーマ･平成29年3月)を目指します｡ ．

(1)役員会､懇談会の話合い等で出された｢医療･生活問題｣について､藤枝市との｢要望･懇談｣を続ける｡また

訪問支援等につい苫て､地域の病院･診療所との話し合いなどを進める。

(2)親亡き後問題･グループホーム設置について心愛志太と共に検討を進める。

（3） 「講演会の開催･参加｣｢広報活動の充実｣｢福祉事業の活用｣｢関係団体との連携｣などにより､精神障害者

への地域の理解を深める。

鴬
…
…
…
鐸3.関係団体との連携と交流

(1)社会福祉法人心愛志太の事業所への事業に協力する。

(2)静岡県精神保健福祉会連合会､焼津･藤枝2市心愛連絡会､地域4家族会や他の福祉団体との連携を図

るo ．

4.組織の強化

○｢家族学習会｣実施などにより､会員数の増加を進める。

○収入の増加と支出の効率化を進める。

1，
上＆
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連携する団体や大会での活動内容

2事業実施計画
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交信

年1回発行

年3～4回

発行

配布

公益社団法人

静岡県精神保健福祉

会連合会

昭和46年(1971年)に設立した精神障害者家族会の静岡県全域の家族会

連合組織である｡初代会長は当会｢心愛会｣の初代会長 ゞ

現在21家族会の連合体となっている。

現在､各市町で｢精神障害者にも対応した地域包括ケァシステム｣に向けて

の検討が進んでいる。

社会福祉法人

心愛志太

藤枝心愛会の会員が中心となって､資金を出し合い設立した法人である。

この法人は｢第一心愛｣｢第二心愛｣｢第三心愛｣の他に藤枝市地域活動支

援センター｢きずな｣が開設されている。

(社)心愛志太後援会 社会福祉法人心愛志太の支援を目的としている｡精神保健福祉の正しい理

解と啓発活動､また資金的援助をしている｡藤枝心愛会にとっては､地域啓

発活動を協働していただける大切な団体である。

静岡県精神障害ｽポー

ツ推進協議会

平成13年に設立した精神障害者のスポーツ推進の団体である｡精神障害

者やその団体が国体の障害者競技に正式に参加権を得たのは平成19年

である｡スポーツ大会に参加して、自分達の権利を大切にすることである。

当会では､毎年50.名位がスポーツ会費で協力させてもらっている。
全国精神保健福祉家

族大会(みんなねっと）

令和4年度全国大会は日程未定

甲州･東海プﾛｯｸ家族

会大会

令和4：年度は､三重県で11月7日(月)～8(火)の2日間開催される。 ，

藤枝市精神保健福祉

ﾈｯﾄﾜｰｸ会議

精神保健福祉に関係する事業所､家族会､県､市の行政､ボランティア､病

院､ｸﾘﾆｯｸ等の利用者や関係者が年に数回全体会を開き交流を深める。

事業名 実施日 会場 実施内容

総会 5月12日 生涯学習センタ 令和3年度事業･決算･監査報告

令和4年度事業計画､予算案

理事会 毎月1回 文化センター

月泰杖弟二心変

毎月の行事予定の確認と検討
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事業名 内容 実施予定日 実施場所 従事者 受益対象者

家
族
相
談
活
動

定例相談

訪問相談

随時相談

個別訪問

相談

第2木曜

午後1時～4時

要請のある時

必要性のある時

日時に余裕のな

い時

当事者家族の希

望日

藤枝第一心愛

藤枝第二心愛

相談者の自宅

第一､第二心愛

相談者宅

当事者宅

近隣公民館等

毎回2人

2人

相談役、理事

長､担当者

2人

市内全域

家族全員

市内全域

市内全域

月
圭

天象地区 事業 担当者 実施会場（予定）

6月
大洲、高 地区懇談会

■■■■
大洲地区交流センター

7月

青島全地区 地区懇談会 ■■■
画
一
■ ■ ■■ ■

■■
ﾛ■

青島北地区交流センター

9月
西益津、広幅

岡部

地区懇談会

I ’ ロ ’ ■■
福祉センターきすみれ

10月 藤枝、葉梨 地区懇談会 ■ ■■ 藤枝地区交流センター

8月 全凱区 会員同士の話し合い 全役員 文化センター

11月 全地区 会員同士の話し合い 全役員 文化センター

年間
全地区 訪問

電話

全役員 。

回 実施予定 会場 相当者 受講者二 号定

1 8月20日(土） 藤枝市文化セ /ター§ 5名 10名

2 9月3日(土） 藤枝市文化セ 〆ター 5名 0名

3 9月17日(十） 藤枝市文化セ /ター 5名 0名

4 10月1日(土） 藤枝市文化セ /ター 5名 0名

5 10月22日(土） 藤枝市文化センター 5名 0名
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②障害者団体に対する負担及び助成事業

－
８１

事業内容 実施予定日 実施予定場所

静岡県精神保健福祉会連合会

理事会
毎月1回 静岡県総合社会福祉会館

静岡県精神保健福祉会連合会

令和4年度定期総会
6月8日(水） ‘ 静岡県総合社会福祉会館

静岡県精神保健福祉会連合会

拡大家族相談員研修会
6月20日(月） 静岡県総合社会福祉会館

静岡県精神保健福祉会連合会

家族学習会担当者研修会
7月30日(土） 静岡県総合社会福祉会館

県中部7家族会交流会 未定

みんなねっと全国大会 日時未定

甲州･東海プﾛｯｸ大会
11月7日(月）

～8日(火）
三重県

静岡県精神保健福祉会連合会

新春拡大会長懇談会

令和5年

1月13日(金）

静岡県精神保健福祉会連合会

単位会代表者会議
2月24日(木） 静岡県総合社会福祉会館

精神保健福祉市民講座 3月

心愛フェスタ

共催:心愛志太､(同)後援会

9月

令和5年2月

第一心愛

第三心愛

焼津･藤枝心愛連絡会

総会

研修交流会

7月 焼津市 ‘



様式第1－2号
雲番号 ｜ さ－6

と

支出証拠書（各種団体会費）

r奎派楽．義邑圧楽鼻Eのぐに県民クラブ． 佐野愛子 ）

I経費項目 顧諏壱・研修費 :ッ

内 容 令和4年度会費精神障害者スポーツ推進協議会（心愛会）

年月日 令和4年5月12日～令和年 月 ・日 金額 1j000円

会の趣旨.

目 的
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会の活動

内容等
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様式第1－2号
雲番号 ｜ ざ－7

支出証拠書（各種団体会費）
（△娠握．琴昌拝兵塁祇のどに県民クラブ． 佐野愛子 ）

厚亭一顧雰烹 孟誘扇語蔬燕壼で云扉万需扇碍蟇1

政務活動善支出額(a×b)
案分の理由 ｜ 領収書金額(a) | 案分率回

／全て政務活動にかかる

ものである | 3,000円 ’ ’00％

経費項目 認舜壱・研修費

内 容 令和4年度会費藤枝市国際友好協会

年月日 令和4年5月14．日～令和年 月 ・日 金額 ' 3j000 -円

R HJ ||

=vノ1口昌梨

内容等

＝、"守aHD~ﾛ 、 画■ 一一 ．一一 ー ■ 一

｝一豊斗ぞ､鋒_Z､逹雷､IT大込犀月目.1 .T1,mス

政務活動.

県政との

関連性

不vノ自犀エツlbJ＝暫〆一1ー吟一一一

く領収書貼付枠＞

No.
領収書

｜ 握野愛子 様

… 念鶚嶬
藤枝市国際友

会長桜井

3,000円



藤枝市国際友好協会規約

（名称）
第1条本会は藤枝市国際友好協会（以下「協会」という。 ）と称する。
（目的）
第2条協会は世界の人々と、教育、文化、産業及び経済等のあらゆる分野の交流をとおして友好の絆

を強め、市民の国際意識の高揚を図り、世界平和に寄与することを目的とする。
r菫睾、
、＝不ノ

第3条協会は前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。
(1) 国際的意識の高揚に関する事項
(2)姉妹都市提携事業の推進
(3) 教育、文化、産業及び経済等に関する交流
(4)各種友好親善活動の計画及び実施
(5) その他必要な事項
（組織）
第4条協会は第2条の目的に賛同する者、法人及び団体（以下「会員」という。 ）をもって構成する。
（役員）
第5条協会の役員は、次のとおりとする。
(1)会長 1名
(2)副会長 2名以内
(3) 常任理事15名以内
(4)理事 35名以内
（5）会計 1名
（6）監事 2名
2 ．役員の任期は、 2年とする。ただし、再任を妨げない。
3役員が任期中に交替したときは、後任者の任期は前任者の残任期間とする。
4役員は任期満了後でも、後任者が就任するまではその任務を行う。
（役員の選任）
第6条理事及び監事は、総会において会員の互選により選任する。
2会長、副会長及び常任理事は、理事の互選により選任する。
3会計は、常任理事の互選により選任する。
4理事及び監事は、相互に兼ねることができない。
（役員の任務）
第7条役員の任務は次のとおりとする。
（1）会長は協会を代表し、会務を総括する。
（2）副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは会長の職務を代理する。
（3） 常任理事は事業等の企画、運営を行う。
（4）理事は常任理事を補佐する。
（5）会計は会計事務を行う。
（6）監事は協会の会計及び業務の監査を行う。
（役員の解任）
第8条役員が次の各号のいずれかに該当するときは：総会において、出席者の3分の2以上の同意に

より、その役員を解任することができる。
（1）心身の故障のため、職務の執行に耐えられないと認められるとき。
（2）職務上の義務違反、その他、役員としてふさわしくない行為があると認められるとき。
2前項の規定により役員を解任しようとするときは、その役員にあらかじめ通知するとともに、
総会において、弁明の機会を与えなければならない。

（理事会）
第9条会長、副会長、常任理事、その他の理事をもって理事会を組織する。
2理事会は、会長が必要に応じて招集する。ただし、理事会構成員の過半数から請求があるときは、
会長はこれを招集しなければならない。

3理事会は、総会で議決した事項の執行に関する事項、総会に付議すべき事項、その他会長が付議した
事項について協議し、決定する。

4理事会は、理事会構成員の過半数が出席しなければ開くことができない。
5理事会の議長は、会長がこれに当たる。
6理事会の議事は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は、議長の決するところによ

る。

（常任理事会）
第10条会長、副会長、常任理事及び会計をもって、常任理事会を組織する。
2 常任理事会は、会長が必要に応じて招集し、事業の企画、立案及び運営に積極的に参画する。
（専門部会）

－12－



第11条会長は協会の事業を推進するため、必要に応じて専門部会を設けることができる。
2専門部会の長は常任理事から、部員は会員の中からそれぞれ会長が任命する。
3專門部会は部会長が招集する｡
（総会）
第12条総会は年1回、会長が招集する。ただし、理事会が必要と認めたとき、又は会員の3分の1以上

から、開催の請求があったときは、臨時に招集することができる。
2総会は次の事項を処理するものとする。
(1)事業計画及び予算に関すること。
(2)事業報告及び決算に関すること。
(3)規約の改正に関すること。
(4)役員の承認及び解任に関すること。
(5) その他、会長が特に必要と認めたもの
3総会の議長は、会長がこれにあたる。
4総会の議事は別に定めがある場合を除き、出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決すると

ころによる。

（名誉会長、顧問及び相談役）
第13条会長は理事会にはかって、協会に名誉会長、顧問及び相談役をおくことができる。
2 名誉会長、顧問及び相談役は、協会の理事会、総会に出席し、意見を述べることができる。

（会費）
第14条会費は次のとおり.とする。

(1)個人会員 年額3,000円
(2)家族会員 年額5,000円
(3)法人、団体会員年額10,000円
2退会したもの又は除名されたものの既納の会費は、返還しない。

（入会）

第15条会員として入会しようとするものは、入会申込害を会長に提出し、その承認を受けなければなら
ない。

（退会）

第16条会員が退会しようとするときは、その旨を会長に届けなければならない。
2次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。

(1)会員が死亡し､又は会員である団体、法人が解散若しくは消滅したとき。
(2)会費を引き続き2年以上納入しないとき。
（除名）

第17条会員が、協会の名誉を傷つけ、又は協会の目的に反する行為をしたときは、理事会の議決により
除名することができる。

2前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該会員に、あらかじめその旨を文書で通知する
とともに、除名の議決を行う理事会において、弁明の機会を与えなければならない。

（経費)
第18条協会の経費は会費、寄付金及びその他をもってあてる。
（会計年度）

第19条会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年の3月31日をもって終わる。
（事務局）

第20条協会の事務を行うため、藤枝市駅前二丁目1番5号に事務局をおく。
2事務局に職員若干名をおき、会長がこれを任免するb,職員の身分については、藤枝市会計年度任用
職員の給与及び費用弁償に関する条例及び藤枝市会計年度任用職員の勤務条件に関する規則に準ずる。

（その他の事項）

第2ﾕ条この規約に定めるもののほか、必要な事項は会長が定める。
附則

1 この規約は、昭和58年4月1日から施行する。

2 この規約施行後最初に開催される総会は、藤枝市姉妹都市提携準備委員会が招する。
3 この規約は、昭和63年4月1日から施行する。

4 この規約は、平成3年4月1日から施行する。

5 この規約は、平成5年4月1日から施行する。

6 この規約は、平成9年4月1日から施行する。

7 この規約は、平成11年4月1日から施行する。

8 この規約は、平成12年4月1日から施行する。

9 この規約は、平成16年4月1日から施行する。

10 この規約は、平成19年4月1日から施行する。

11 この規約は、平成22年4月1日から施行する。

12 この規約は、平成25年4月ユ日から施行する。

13 この規約は、平成29年1月24日から施行する。

ただし、第14条第1項の規定は、平成29年4月1日から施行する。

14 この規約は、令和2年4月1日から施行する。

15 この規約は、令和3年4月1日から施行する。
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様式第1－1号

書支出証拠

済・房

経費項目 高踏研究費･研修費･圃諏報費･薪澗靜澁鱸 ･会読費･資料作成費･資料購噴･事務費鋤･人件費

内 容 事務所電気料（令和4年5月分）

年月 日 令和4年5月19-日～令和 年 月 日 金額 5β89円
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口座振替払済のお知らせ(電気料金等領収証）
毎度お引立ていただきありがとうございます。

苓莉三巧年5月分｣の電気料金等を､口座振替により領収いたしました｡t

I

426－0037

静岡県藤枝市青木2丁目 1 8－5
青木テナントピル l－C

ふじの<に県民クラブ藤枝佐野愛子事務所様
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見展 電気料金等領収証

中部電力ミライズ株式会社
日当窓口：カスタマーセンター
)弓0－0861

号森市長島2丁目1 9-l青森東京海上日勤ビル4F

〕570－048－155

篭お電話はカスタマーセンターで承ります。

の扣当謹口弓

保管して<j

ソここからゆっくりとはがしてご覧ください｡

日
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様式第1－2号
整理番号 I j－7

支出証拠書（各種団体会費）
/全振,之．塞昌再嘉島1℃)ぐに県民クラブ。 佐嘩愛子 ）

政務活動費支出額(a×b)案分の理由 ｜ 領血書金額(a)｣ 案分率回

讓鷲動にかかる’ ．"‘” ト蒜

経費項目 逮壷諺･研修費

内 容 令和4年度会費NPO法人しずおかオーガニツクウエブ

年月 日 令和･4年5月21．日～令和年 月 日 金 額 3j000円

会の趣旨.

目 的

官利河呆}ﾊI(ﾉﾉ辰宗石灰U､土J白恒江入り易くvL， ′日1蕊H。 、/可 ./v一ぜ'／′ ・ローノユ/1，－~←ｰ、一-,胃一~‘~. ′ ー

めの支援を行うことで、農業者と生活者の連帯の調上による安心な食の供給、
F1L士侯,ｧ蹄一約.仁､浄掻1 ,か鄙城の活ﾅ,向脂に寄与することを目的とする。

自然環境の維持

会の活動

内容等

ﾎｰﾑべｰｼ､汝で坪イレ鋼ツン寺毬7量し善(ﾉﾉｲ手1土と争宗Uﾉﾉ司刃｣v~壷”'U

農業大学や研究所等の視察、意見交換会や勉強会などを通じてオーガニツク生活普及活動
÷_昌一垂 nh画j士,ハュ舌冊圭淫ナ鼻瞬

政務活動.

県政との

関連性

，〈l
ピ
総'灯ﾊﾍ｡,泳誹{11弘,､ア

ーワ

＜面貝収書貝剛寸件〃

､g／ご＝よ_,.＝副毎． E工I妹へ今遥日11 ．章幸餌亜./字扁涌VF琴t，総会書料）

3,000円



琴

NPO法人しずおかｵｰがﾆｯｸｳｪブ定款

第1章総則

（名称）

第1条この法人は、NPO法人しずおかオーガニックウェブという。

（事務所）

第2条 この法人は、主たる事務所を静岡県焼津市西小川5丁目20番地の10に置く

第2章目的及び事業

（目的）

第3条この法人は､静岡県内の農業者及び生活者を対象に、有機的（オーガニック）な農

業生産や生活を拡げるための支援を行うことで、農業者と生活者の連帯の深化に

よる安心な食の供給、自然環境の維持向上､さらにはこれらを通した地域の活力向

上に寄与することを目的とする。

（特定非営利活動の種類）

第4条この法人は、その目的を達成するため､次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。

（1）農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

（2）環境の保全を図る活動

（3）社会教育の推進を図る活動

（事業）

第5条この法人は､その目的を達成するため､次の特定非営利活動に係る事業を行う｡

（1） オーガニックな生産を支援する活動

（2）オーガニックな生活を広める活動

（3） オーガニックな生産・生活の体験を提供する活動

（4） その他この法人の目的を達成するために必要な事業

第3章会員

（種別）

第6条この法人の会員は､次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以下法

という｡）上の社員とする。

(1)正会貝この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体

(2)賛助会貝この法人の事業を賛助するために入会した個人及び団体

（入会）

第7条会員の入会については、特に条件を定めない｡、

2会員として入会しようとする者は、代表理事が別に定める入会申込書により、代表理事

に申し込むものとし、代表理事は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。

3代表理事は、前項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって



本人にその旨を通知しなければならない。

（会費）

第8条会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

（会員の資格の喪失）

第9条会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その資格を喪失する。

(1)退会届の提出をしたとき。

②本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

(3)継続して2年以上会費を滞納したとき。

(4)除名されたとき。

（退会）

第10条会員は、代表理事が別に定める退会届を代表理事に提出.して、任意に退会するこ

とができる。

（除名）

第11条会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決により、その会員を除

名することができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなけれ

ばならない。

(1)この定款等に違反したとき。

(2) この法人の名誉をき損し、又は目的に反する行為をしたとき。

（拠出金品の不返還）

第12条既に納入した会費及びその他の拠出金品は、 これを返還しない。

第4章役員及び職員

（役員の種類、定数及び選任等）

第13条この法人に、次の役員を置く。

（1）理事5人以上10人以下

（2）監事1人以上3人以下

2理事のうち、 1人を代表理事とし、若干名を副代表理事とする。

3理事及び監事は、総会において選任する。

4代表理事及び副代表理事は、理事の互選とする。

5役員のうちには、それぞれの役員についてその配偶者若しくは3親等以内の親族が1人

を超えて含まれ､又は当該役員並びにその配偶者及び3親等以内の親族が役員の総数3分

の1を超えて含まれることになってはならない。

6監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることばできない。

（役員の職務）

第14条代表理事は、 この法人を代表し、業務を総理する。

2代表理事以外の理事は、法人の業務について、 この法人を代表しない。



字

3副代表理事は、代表理事を補佐し、代表理事に事故があるとき又は代表理事が欠けたと

きは、代表理事があらかじめ指名した順序によって、その賊務を代行する。

4理事は、理事会を構成し、 この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の業務

を執行する。

5監事は、次に掲げる職務を行う。

（1）理事の業務執行の状況を監査すること。

（2） この法人の財産の状況を監査すること。

（3）前2号の規定による監査の結果、 この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法

令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、 これを総会

又は所轄庁に報告すること。

（4）前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

（5）理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べもし

くは理事会の招集を請求すること。

（役員の任期等）

第15条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2前項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合には、任期の末日後最

初の総会が終結するまでその任期を伸長する。

3補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者

の任期の残存期間とする。

4役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わ

なければならない。

（欠員補充）

第16条理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞な

くこれを補充しなければならない。

（役員の解任）

第17条役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、 これを解任

することができる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければ

ならない。

（1） 職務の遂行に堪えない状況にあると認められるとき。

（2） 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

（役員の報酬

第18条役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2役員には、その珈務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、代表理事が別に定める。

（職員）

第19条この法人の事務を処理するため、 この法人に事務局長その他の職員を置くことが



できる。

2職員は、代表理事が任免する。

第5章総会

（総会の種別）

第20条この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とする。

（総会の構成）

第21条総会は正会員をもって構成する。

（総会の権能）

第22条総会は、以下の事項について議決する。

（1）定款の変更

（2）解散

（3）合併

（4）事業計画及び予算並びにその変更

（5）事業報告及び決算

（6）役員の選任又は解任、職務及び報酬

（7）会費の額

（8）借入金（その事業年度内の収益をもって償還する短期借入金を除く。第48条におい

て同じ｡）その他新たな義務の負担及び権利の放棄

（9）事務局の組織及び運営

（10)その他運営に関する重要事項

総会の開催）

第23条通常総会は、毎事業年度1回開催する。

2臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（1）理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。

（2）正会員総数の2分の1以上から､会議の目的たる事項を記載した書面をもって招集の

請求があったとき。

(3)第14条第5項第4号の規定により、監事から招集があったとき。

（総会の招集）

第24条総会は、第23条第2項第3号の場合を除いて、代表理事が招集する。

2代表理事は第23条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日

から30日以内に臨時総会を招集しなければならない。

3総会を招集するときは､套議の白時､場所､目的及び審議事項を記載しだ書面により､

少なくとも5日前までに通知しなければならない。

（総会の議長）

第25条総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選任する。
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（総会の定足数）

第26条総会は、正会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することができない。

（総会の議決）

第27条総会における議決事項は､第24条第3項の規定によりあらかじめ通知された事項

とする。

2総会の議事は、この定款に別に定めるもののほか、総会に出席した正会員の過半数をも

って決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

3理事又は正会員が総会の目的である事項について提案した場合において、正会員の全員

が書面により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の総会の決議があっ

たものとみなす。

（総会における表決権等）

第28条各正会員の表決権は、平等なるものとする。

2やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項につ

いて書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委

任することができる。

3前項の規定により表決した正会員は、第26条、第27条第2項及び第29条第1項第2

号の規定の適用については、出席したものとみなす。

4総会の議決について、特別な利害関係を有する正会員は、その事項について表決権を行

使することができない。

（総会の議事録）

第29条総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

(1) 日時及び場所

（2） 正会員総数及び出席者数（書面若しくは電磁的方法による表決者又は表決委任者が

ある場合にあっては、その数を付記すること｡）

（3） 審議事項

（4） 議事の経過の概要及び議決の結果

（5） 議事録署名人の選任に関する事項

2議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が記名押印又

は署名しなければならない。

3前2項の規定に関わらず、正会員全員が書面により同意の意思表示をしたことにより、

総会の決議があったとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成し

なければならない。

（1）総会の決議があったものとみなされた事項の内容

（2） 前号の事項の提案をした者の氏名又は名称

（3）総会の決議があったものとみなされた日

（4） 議事録の作成に係る職務を行った者の氏名



第6章理事会

（理事会の構成）

第30条理事会は、理事をもって構成する。

（理事会の権能）

第31条理事会はこの定款で定めるもののほか､ -次の事項を議決する泡

（1）総会に付議すべき事項

（2）総会の議決した事項の執行に関する事項

（3）その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

（理事会の開催）

第32条理事会は、次に掲げる場合に開催する。 ．

（1）代表理事が必要と認めたとき。

（2）理事総数の2分の1以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の

請求があったとき。

（3）第14条第5項第5号の規定により、監事から招集の請求があったとき。

（理事会の招集）

第33条理事会は、代表理事力招集する。

2代表理事は、第32条第2号及び第3号の規定による請求があったときは、その日から

21日以内に理事会を招集しなければならない。

3理事会を招集するときは､会議の日時､場所､目的及び審議事項を記載した書面により、

少なくとも5日前までに通知しなければならない。

（理事会の議長）

第34条理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。

（理事会の議決）

第35条理事会における議決事項は､第33条第3項の規定によりあらかじめ通知された事

項とする。

2理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。

（理事会における表決権等）

第36条各理事の表決権は、平等なるものとする。

2やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項につ

いて書面をもって表決することができる。

3前項の規定により表決した理事は第35条第2項及び第37条第1項第2号の適用につ

いては、理事会に出席したものとみなす。

4理事会の議決について、特別な利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わること

ができない。



（理事会の議事録）

第37条理事会の議事については､次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2）理事総数､出席者数及び出席者氏名(書面表決者にあっては､その旨を付記すること｡）

（3）審議事項

（4）議事の経過の概要及び議決の結果

（5）議事録署名人の選任に関する事項

2議事録には､議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が記名押印又

は署名しなければならない。

第7章資産及び会計等

（資産の構成）

第38条この法人の資産は、次各号に掲げるものをもって構成する。

（1） 設立の時の財産目録に記載された資産

（2） 会費

（3） 寄付金品

（4） 財産から生じる収益

（5） 事業に伴う収益

（6） その他の収益

（資産の区分）

第39条この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産の1種とする。

（資産の管理）

第40条この法人の資産は、代表理事が管理し、その方法は、理事会の議決を経て、代表

理事が別に定める。

（会計の原則）

第41条この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行うものとする。

（会計の区分）

第42条この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業に関する会計の1種とする。

（事業計画及び予算）

第43条この法人の事業計画及びこれに伴う予算は、代表理事が作成し、総会の議決を経

なければならない。

（暫定予算）

第44条前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、代

表理事は､理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収益費用を講

じることができる。

2前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。



（予算の追加及び更正)

第45条予算議決後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の

追加又は更正をすることができる。

（事業報告及び決算）

第46条この法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する

書類は、毎事業年度終了後､速やかに、代表理事が作成し、監事の監査を受け、総会の議

決を経なければならない。

2決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。

（事業年度）

第47条この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

（臨機の措置）

第48条予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、

又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならない。

第8章定款の変更、解散及び合併．

（定款の変更）

第49条この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の4分の3以

上の多数による議決を経､かつ､法第25条第3項に規定する以下の事項を変更する場合、

所轄庁の認証を得なければならない。

（1） 目的

（2） 名称

（3） その行う特定非営利活動の種類及び当該特定非営利活動に係る事業の種類

（4）主たる事務所及びその他の事務所の所在地(所轄庁変更を伴うものに限る）

（5） 社員の資格の得喪に関する事項

（6） 役員に関する事項（役員の定数に関する事項を除く）

（7） 会議に関する事項

（8） その他の事業を行う場合における、その種類その他当該その他の事業に関する事項

（9）解散に関する事項（残余財産の帰属すべき事項に限る）

（10）定款の変更に関する事項

（解散）

第50条この法人は、次に掲げる事由により解散する。

（1） 総会の決議

（2） 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

（3）正会員の欠亡

（4）合併

（5） 破産手続き開始の決定



（6） 所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の3以上の承
諾を得なければならない。

3第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。
（残余財産の帰属）

第51条この法人が解散(合併又は破産手続き開始の決定による解散を除く｡）したときに

残存する財産は、法第11条第3項に規定する法人のうちから総会において選定したもの
に帰属するものとする。

(合併）

第52条この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以上の

議決を経かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第9章公告の方法

（公告の方法）

第53条この法人の公告は､この法人の掲示場に掲示するとともに､官報に掲載して行う。

ただし、法第28条の2第1項に規定する貸借対照表の公告については、内閣府NPO法
人ポータルサイトに掲載して行う。

第10章雑則

（細則）

第54条この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、代表理事がこれを
定める。

附則

1 この定款は、 この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。

代表理事 吉田茂

副代表理事 三木友美子

副代表理事 五十棲剛

理事 山本広気

同 圷有恒

同 鷲巣光恵

同 杵塚歩

同 鈴木潤子

同 鈴木一正

監事 作吉むつ美



成立の日か3 この法人の設立当初の役員の任期は、第15条第1項の規定にかかわらず、
ら2022年3月31日までとする。

4 この法人の設立当初の事業計画及び予算は、第43条の規定にかかわらず、
定めるところによるものとする。

5 この法人の設立当初の事業年度は、第47条の規定にかかわらず、成立の’

2年3月31日までとする。

6 この法人の設立当初の会費は、第8条の規定にかかわらず、次に掲げる葱

第43条の規定にかかわらず、

成立の日

次に掲げる額

設立総会の

から202

とする。

(1)正会員会費（個人） 3000円（1年間分）
正会員会費（団体） 5000円（1年間分）

(2)賛助会員会費（個人） 1口 3000円（1年間分〉
賛助会員会費（団体) 1q 5000円(1年間分）
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様式第1－1号

－丁=75司

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじの<に県民クラブ。 佐野愛子 ）

幸建言

経費項目 ﾖ箔形蹟.研彦費.広聴畷費.零熊謡鑛.会読費.資料鰄費･資料購噴･事務費･“･人1積

内 容 令和4年6月分事務所賃借料及び送金手数料

年月日 令和･4年5月24日~令和年 月 日 金額 50,220 .円

目的
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普通 2215815

力）マルトシアオキ

送金料金 ＊440円
振込予定日04－05－24

ｻノアイコ

案分の理由

政務活動、後援

で使用のため

会活動

領収書金額(a)

100, 440円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

50,220円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）必7

轄津宙~言 、キー／／

経費項目 譲研ｦ蹟･研修費･広聴癖費.里詞縮等踊債.会議費.資料ｲ賊費.資料購入費鰯蒻翔漬･人件費

内 容 携帯譲舌料及びモバイル通信料（令和4年4月請求分）

年月 日 令和4年j-月27日～令和年 月 日 金額 1,373円

目的

使途

政務活動。

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

料金合計額からあんしん保証《ツク料金を除いた額を案分する

3,726円－890円×1.1＝2,747円

2,74f7円×1/2＝1,373円

私用で案分

領収書金額(a)

2,747円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

1,373円
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bummary or your cnarges

ご利用料金内訳明細書

発行日 2022年 4月 1日ご請求先番号

Billing number

請求月 2022年 3月分
Month of lssue

》
》 SoftBank

こ契約期間 0年

鍵舅蒙蕊轄鴬溌Z蕊
基本プラン（音声）

譲譲撤鍛薙鑿醗蕊
定額オプション＋

蕊醗塗篭鴬鑓蕊鐵難
定額オプション＋無料涯

裳蕊裳蕊義蕊簿蕊凝罵蕊議蕊

こ契約期間 0年

鍵舅蒙蕊轄鴬溌Z蕊
基本プラン（音声）

譲譲撤鍛薙鑿醗蕊
定額オプション＋

蕊醗塗篭鴬鑓蕊鐵難
定額オプション＋無料涯

裳蕊裳蕊義蕊簿蕊凝罵蕊議蕊
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合計

蕊蕊麓蕊蕊蕊爵態蕊
対課税対象額計

蕊蕊蕊蕊蕊灘蕊識
消費税等計

菖隷備謹籟罵蕊蕊蕊蕊
（税込金額計 10呪

合計

蕊蕊麓蕊蕊蕊爵態蕊
対課税対象額計

蕊蕊蕊蕊蕊灘蕊識
消費税等計

菖隷備謹籟罵蕊蕊蕊蕊
（税込金額計 10呪

※ﾕﾆパｰｻﾙｻｰｽ･電話ﾘﾚｰｻｰビｽに関しては、 （一社)電気通信事業者協会のHPをご参照ください｡ https://www.tca.or.jp/ ( 1/ 1頁）
※更新月等の各種ご契約内容についてはMy SoftBankの契約内容照会よりご確認ください。

※他社債権にかかる消養税率は購入元からの明細等をご確認ください。

※経過措置対象の取引は旧税率を適用しています。

電話番号●電話番号（お客さま番号等） 料 金 内 訳 内訳金額（円） 税区分
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準
既
錘
既
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露
蠅
錘
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叱
錘
蠅
癖
蠅
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鍵
鍵
癖
霊
譲
錘
鍵

》
》
幟
》
》
》
》
》
》
》
鍔
》
》
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カードご利用代金明細

カード名：

カード番号：

；お客様番号

－畳一皇_-.- .: . ‐-. , . __- ... - ---i､.

I金融機関名

"支店名

：科目・口座番号
1 . _ "_ --. -一 一 -. -

．口座名義 ＃佐野 様

塁

作成日:2022/5/12
。nﾌﾌ年5月度のご利用代金明細

霧1回･2回･分割･ポｰﾅｽ払の今回お支払金額小
計

嚢ﾘボﾙビﾝグ払の今回お支払金額小計
※ご指定口座へは金融機関の前営業日5月26日(木)迄
にご用意願います。

※‐当社と本明細記載以外のご契約があり、かつ、ご指
定口座が同一の場合は、合算した金額にてご請求さ
せて頂きます｡



ご利用代金明細

※リボルビング払の明細は新規ご利用分のみ表示しております。

※リボルビング払の今回お古ｷﾉ､全額は「リボルビング払のお支払内訳」をご覧ください。
・ -..- －．－ 鐸･--一一 偽･ ' ･ ､” ・…･－－－－"･~･－ ．F ､.堅"- . - . --．' 一 ‐ .｡ ‐- 石亭・一・ 二… ．､一声､ ~ , ‐劇一・一宇~．-.- -- .. ~.~. . ~. ~． ‐ ， ‐･‐ .‐ ' ‐ ． ‐

1毒1用店名 Iこ妹11罷ﾛ市名など I 手数料･ ;今回の ；

駕鰯郵鴇鑿！§『 ご利用 ： ， 利息･ ‘

‘……ﾚｰﾄ; ル輻'“。 》 (周) ： :宵|鑛謡需頁’1年月日 ; . . ‐ ： ､ 言 ･~.~.~~ . . . "…・ - . ~~~~ ~ .'‐
1

|____i_______"___i__" "_ A :_4"J
.<<今回のお趣職m>>

■ ■ 』 ■守起■ ｱ竜 一一 ▲ ■ 屯■

お声ヰノ鰐

残高

（円）
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；轡1回･2回･分割･ポｰﾅﾇ払の今回う支払金劉$ ’
』 可守

‘計

海ﾘボﾙピﾝグ払の今回お支払金額'｣計

：霧韓謬お支払金額

60,819
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リボルビング払の〆害暴内容
■ 画㎡ 宅 ■ ■ =

I ショッピング

リボルビング払のお支払内訳
一△ ■ 二吟 L■ ■ b胃 :

キヤッシング

ー；
：前回諾舞ﾉ､1号…(円）

I諸寅用(円）

; ‐ ‐ ‐...…－"－－． 1 ”－ 一･ － ．‐

i今回ご利用金額(円）

： 息筆用(円）
. . f

今回お…(円)簿
･, l .~ . .. ‐- ~ ･ ~~~ ‐‐

I内雷円）

･内…･禾|堤:

1個）

ご返済方式 ･ 元金定額

. . . .＝.. ▽｡ . 凸逹 さ ■ ■ ･

‘ず蕗－1－ス ･ 残高スライド
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: iポｰﾅﾇ加算金額園；
･ ‐◇" ー全 . ., ﾛ ･ ﾖｰﾛ ｰ 一 ･ ･ ‐ T 弓

手数料･矛嘩 # 実質年率
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実質年率

※ﾄ記〆害録内容は、ご利用代金明細作成時点の内容を表示してお

ります．



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）

経費項目 調却f霜･研彦費･広聴時蹟･野諏儒瀧晴･会議費･資料臓蹟･齢騰入費
Ⅱ

慰謡翔漬･入件費

内 容 事務所電謡國話料（令和4年5月請求分）

年月日 令和4年5月30･日～令和 年 月 日 金額 3j664円

目的

使途

堅4カォロ雲

県政との

関連性

噂､､P貝LIX言只ﾛ'|､J1千〃

通帳記載欄に“ガス”と表示している説明は令和4年4月証拠書(整理番号4－8）参照

§
●

通常貯義《雛韮鴫入篭郷 " IIMIIIIII
-､#;"ll_lj i .挫雑.｣ j.:ちぷ4) 4; .fi" * : " M ; ′ ;i“ 『, ， ， if!~唾

"i _

１
Ｊ

1 － グ ､ザ ー－ｮ勺,

}熱船 ”
ト ノ→

r■△5

1証U1f

隙
『 △望

昭
6

当1 J

I ．
１
１

4-.05-難 ガス 7，32？

※-印字か"不鮮明〃た防浦記ｦ3 f-0ｸｰ” がえ ヌ327

案分の理由

政務活動と後

で使用のため

援会活動

領収書金額(a)

7,329円

案分率(b)

1／2

％

政務活動藍費支出額(a×b)

3,664円



NO. 326K

2022年05月20日

（株) TOKAIケーブルネッ

お問い合わせ先
〒410-0053

沼津市寿町8-28

〒426-0037

藤枝市青木2-18-3

青木ビル1C

ふじの<に県民クラブ藤枝

佐野愛子事務所

IIIIIIIIIIIIIzInullllllIIIUIUIIUIIIUIUIIIUIoIIUIIoIIIUIInIIUIIIInll

御中

メディァプラザ

TEL O120-696-942 FAX O55-922-5694

《
一

お引落し元郵便局

引落日が金融機関の休日の場合、翌営業日に引落しを行います。

＋、壱十羊ヨ L曾 ご請求日
■■■■■■■■■ 2022年05月30日

内訳 数量 金額(税込） ご矛 用期間

ひかL)deネットベーシック （マンションF 1 4.547 2022/05/O ～2022/05/31

継続害ll引 1 －330 2022/05/0 ～2022/05/31

やく子<害1IRI (F4) 1 -367 2022/05/O ～2022/05/31

7AかLjdeトーク (S) 1 3.479 2022/04/O ~2022/04/30

じl下全白



様式第1－2号

支出証拠書（各種団体会費）

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ． 佐野愛子 ）

夕

華理番号

経費項目 識査研壱・研修費

内 容 令和4年度静岡県精神保曙畠祉協会会費及び送金手数料 ．

年月 日 令和4年5月31日～令和年 月 日 金額 1,220円

会の趣旨．

目 的

r1，塁1円I一旦ﾛ『且■ デーへ一昌〆、 pU LJ l B Fd=歴0門Eーづ 一己ーー ﾛ ﾛ｡ Ⅱ ■ ロ ･守好一匂、 ‐ ､ 己一泊 F凸 寺 夕 一

口
し

五Vノ1口翠J

内容等

房壼壹=ご=亭=素意言云う一戸言一一
診貢1塁一一つUノ掴示一一ノ、ソV呈|ヨツも)面丹1鼠云、 ノ I､唾Jd－c

政務活動.

県政との

関連性

会員との意見交換、意見聴取を通じて糯申保健福祉の課題を提言する

､、1ｺ只州X言只向･lu1千〃'

ご利用明細票

１
１

｝

ご利用いただきましてありがとうございました。

惠霞=一両，ゆうちよ銀行一一布

１
１
１
１

乏句、ハ恥 ′､厚，－， '一瘤 西江京ZごMII -¥2mr帝寺

お取扱日 ｜ 店 ・
ｒ お取引内容

〕4－05－312300 ヲ 通帳送金

記 号

＊＊＊＊＊

番 号

■■■■■
お取引金語取扱番号

NO47 ＊1，000
Ｊ

Ｊ

■

心

ｑ

ｏ

■

Ｏ

ｑ

ｏ

少

‐

，
。
，
，
■
・
押
貼
Ｄ
Ｊ
碑

Ｊ

・ 残高

■■■■■■
しずおか焼津信用金庫■■■■■■■

小黒支店
普通 217377

シスﾞオカケンセイシンホク・ンフクシキヨウ

送金料金 ＊220円

振込予定日04－05－31

ｻノアイコ

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

1JRMx言…(aノ

1,220円

案分率(b)

／

100％

學4河口到冥エ山醍、。ハUノ

1,220円



領収書

愛子様佐野 令和4年5月31日

但静岡県精神保健福祉協会令和4年度年会費として

上記正に領収いたしました

ﾖ．明町2－2〔



静岡県精神保健福祉協会会則

第1章 総 則

（名 称）

第1条本会は、静岡県精神保健福祉協会という。

（事務所の所在地）

第2条本会は、事務所を静岡県精神保健福祉センター内に置く。

（目 的）

第3条本会は、静岡県における精神保健福祉事業の飛躍的発展を期し、保健

福祉思想の普及を図り、併せて精神保健福祉運動の推進と精神的健康

の向上に寄与することを目的とする。

（事 業）

第4条本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

（1）精神保健福祉に関する知識の普及啓発に関すること。

（2）精神保健福祉に関する資料及び情報の収集、交換に関すること。

（3）精神障害者の福祉推進を図るための諸活動に関すること。

（4）会員相互及び関係団体との連絡協調を図ること。

（5）その他前条の目的を達成するため必要な事業

第2章会 則

′△、 員）、＝

第5条本会は、本会の目的と趣旨に賛同するものをもって会員とする。

2．会員は、次の2種とする。

普通会員

特別会貝

（入会及び退会）

第6条本会に入会しようとするものは、別に定めるところにより、会長の

承認を得なければならない。

2．退会しようとするものは、その旨を届け出なければならない。

第3章役員及び職員

員）

本会に次の役員を置く。

（1）会 長

（2）副 会 長

（3）常務理事

（4）理 事

（5）評 議 員

（6）監 事

（役

第7条

1 名

2名

若干名

若干名

若干名

2名



（役員の選出）

第8条会長及び副会長は、理事の互選による。

2．理事は、総会において選任する。

3．常務理事は理事会の推薦により、会長が委嘱する。

4．評議員は、理事会の推薦により、会長が委嘱する。

5．監事は、理事会の推薦により、会長が委嘱する。

（役員の任期）

第9条役員の任期は2年とする。但し、再選を妨げない。

2．補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3．役員の任期満了の場合といえども、後任者が就任するまでは前

任者がその職務を行うものとする。

（役員の職務）

第10条会長は、本会を代表し、会務を統轄する。

2．副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理

する。

3．常務理事は、会長、副会長を補佐し、会務を処理する。

4．理事は、理事会を組織し、会務を執行する。

5．評議員は、評議員会を組織し、重要の事項を審議する。

6．監事は、会務の執行状況を監査する。

（名誉会長及び顧問）

第11条本会に名誉会長及び顧問を若干名置くことができる。

2．名誉会長及び顧問は、理事会の同意を得て会長が委嘱する。

3．名誉会長及び顧問は、会務について会長の諮問に応ずるほか、

会議に出席して意見を述べることができる。

（幹事の委嘱）

第12条本会に幹事若干名を置く。

2．幹事は、会長が委嘱し、常務理事を補佐する。

（職 貝）

第13条本会に職員若干名をおくことができる。

2．職員は、会長が任免する。

（会 議）

第14条会議は、総会、常務理事会、理事会及び評議員会とする。

2．会議は、会長が召集する。

3．会議は、その会議を構成する会員又は役員の過半数が出席し

なければ開会することができない。

4．やむを得ない理由のため会議に出席できない会員は、あらか

じめ通知された事項についてのみ、書面または代理人をもっ

て表決を行うことができる。

5．会議の議事は、出席者の過半数で決める。可否同数のときは、

議長が決める。



（総 会）

第15条総会は、定期総会及び臨時総会の2種とする。

2．定期総会は、毎年1回定期に開催する。

3．前項のほか、会員2分の1以上の請求があったとき及び会長が

必要と認めたときは、理事会の承認を得て臨時総会を開催する。

4．総会の議長は、出席した会員の中から選任する。

5．総会は、次の事項を議決する。

（1）事業計画の承認に関すること。

（2）会則の制定及び改廃に関すること。

（3）歳入、歳出予算及び決算の承認に関すること。

（4）その他会長が附議した事項

（常務理事会）

第16条常務理事会は必要に応じ随時開催する。

2．常務理事会の議長は、会長がこれにあたる。

3．常務理事会には、次の事項を附議する。

（1）理事会に附議する議案に関すること。

（2）事業計画の決定に関すること。

（3）歳入歳出予算及び決算の決定に関すること。

（4）その他重要な事項。

4．常務理事会は運営委員会を設置することができる。

（1）運営委員会は必要に応じ随時開催する。

（2）運営委員会の議長は委員の中から会長が指名する。

（3）運営委員は会員及び会員の属する機関の代表者から常務理事

会の意見を聞き、会長が委嘱する。

（4）運営委員の人数は若干名とする。

（5）運営委員会は事業遂行にあたって、必要に応じて実行委員会

を置くことができる。

（6）運営委員会は事業計画案、予算案の策定、その他協会事業の

運営を行う。

5．急を要する事項、その他会長がやむを得ないと認める事項につい

ては、書面を送付して賛否を求め、常務理事会に代えることがで

きる。

（理 事 会）

第17条理事会は、必要に応じ随時開催する。

2．理事会の議長は、会長がこれにあたる。

3．理事会には、次の事項を附議する。

（1）総会附議する議案に関すること。

（2）事業計画の決定に関すること。

（3）歳入、歳出予算及び決算の決定に関すること。

（4）その他重要な事項

4．急を要する事項、その他会長がやむを得ないと認める事項につい

ては、書面を送付して賛否を求め、理事会に代えることができる。



（評議員会）

第18条評議員会は、必要に応じ随時開催する。

2．評議員会の議長は、会長がこれにあたる。

3．評議員会には、次の事項を附議する。

（1）基本財産に関すること。

（2）会務に関する重要な事項で、会長が必要と認めるもの。

4．前条第4項の規定は、評議員会に準用する。

（監 ． 査）

第19条監事は、毎年少なくとも1回、この協会の業務及び会計の状況を監

査し、その結果を会長に報告しなければならない。

2．会長は、毎年度の事業報告及び収支決算書を総会に提出しよう

とするときは、あらかじめ監事の審査をうけ、これに対する監事の

意見をつけなければならない。

第4章会 計

（事業年度）

第20条本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

（収 入）

第21条本会の経費は、会費、寄附金、その他の収入をもってあてる。

（会計に関する規定）

第22条会計に関して必要な事項は、 この会則に定めるもののほか、会長が

定める。

第5章雑 則

（施行細則）

第23条この会則の施行について必要な細則は、理事会の決議を得て会長が

定める。

附 則

この会則は、昭和37年2月28日から施行する。

昭和43年6月 8日 一部改正

昭和52年5月31日 一部改正

昭和61年6月 6日 一部改正

平成3年5月10日 一部改正

平成12年7月19日 一部改正

平成20年7月 2日 一部改正

平成22年4月 1日 一部改正

平成22年7月 7日 一部改正

平成23年6月16日 一部改正



静岡県精神保健福祉協会細則

この細則は、静岡県精神保健福祉協会会則第23条に基づき、会務を執行するために必要

な事項を定める。

静岡県精神保健福祉協会（以下「協会」という｡）の事務所には、次の、書類、帳簿を備

えつけ、常に整理しておかねばならない。

役員名簿、会員名簿、会計簿、会議録、行事実施記録、備品台帳

協会に入会を希望するものは､入会申込害に当該年度の会費をそえて、会長に提出しなけ

ればならない。

会長は、前項の申込みを承認したときは、直ちに会員名簿へ登録しなければならない。

会員は､当会発行の機関紙、その他印刷物の無料配付をうけることができる。

会員の種類は､次により区分する。

(1)協会の目的と趣旨に賛同し、入会を申し出たものは普通会員とする。

(2)学識経験者であって、会長がとくに認めたものは特別会員とする6

会費は次のとおりとする。

(1)普通会員の場合

ア．個人は1ヵ年 1,000円とする。

イ．病院．診療所．会社.工場･事業所.その他団体等の会費は、

次のとおりとする。

①精神科病院 許可病床数に応じ 1床当り 1ヵ年 300円とする。

②一般病院 〃 10, 000円

③診療所 〃 15, 000円

④会社・工場・事業所等

従業員 300人未満一 1カ年 5口以上

300人以上500人未満 〃 10口以上

500人以上 〃 20口以上

但し、 1口は1, 000円単位とする。

⑤市町村 （静岡県経営管理部統計調査課前年度3月1日市区町別推計人口表に基づく）

当該市町村の人口2万人未満の場合 1カ年 16， 000円

2万人以上5万人未満の場合 〃 22, 000円

． 5万人以上10万人未満の場合 〃 30; 000円

10万人以上15万人未満の場合 〃 40, 000円

15万人以上20万人未満の場合 〃 45， 000円

20万人以上25万人未満の場合 〃 50， 000円

25万人以上30万人未満の場合 〃 55, 000円

“ 30万人以上35万人未満の場合 〃 60, 000円

35万人以上40万人未満の場合 〃 65, 000円

40万人以上45万人未満の場合 〃 70, 000円

45万人以上50万人未満の場合 〃 75, 000円

50万人以上55万人未満の場合 〃 80, 000円

55万人以上60万人未満の場合 〃 90， 000円

60万人以上65万人未満の場合 〃 100, 000円

第1条

第2条

第3条

条
条

４
５

第
第

第6条



I

65万人以上70万人未満の場合

70万人以上80万人未満の場合

80万人以上 90万人未満の場合

90万人以上 100万人未満の場合

100万人以上の場合

110, 000円

120, 000円

130, 000円

140, 000円

150, 000円

″
″
″
″
″

⑥施設、作業所

⑦その他の団体

5， 000円以上

20, 000円以上

″
″

(2)特別会員の場合

学識経験者であって、会長が特に認めたものは、会費の納入を必要としない。

（3）会費は、毎年6月30日までに協会へ納入しなければならない。

但し、第3条に基づき新たに会費を納入したものは、当該年度については

この限りでない。

第7条役員のうち、公職にあるの故をもって選出されたものは、その公職を去ったときは速やか

にその後任者と交替するものとする。

附 則

この細則は、昭和53年4月1日から施行する。

昭和60年4月1日

平成2年4月1日

平成3年5月10日

平成8年4月1日

平成8年4月1日

平成15年4月1日

平成22年4月1日

平成22年7月7日

平成25年9月18日

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正

一部改正



様式第1~－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ。 佐野愛子 ）

轄理番号 ､ター／4

経費項目 調罰罐研修費･圃就報費蕊澗誇臓噴･会議費資料悔績鯉･蘂費･義翔漬･人件費

内 容 静岡・朝日新聞購読料

年月 日 令和4年5月31日～令和年月 日 金額 7,700円

目的
各方面における情劉又集

使途

I

5月静岡、朝日新聞購読料

政務活動．

県政との

関連性

政務活動おいて、広い分野の情報を得るための手段として活用する

＜是､、貝JM下言貝ﾛ1,｣1千〃’

領収日2022年5月31日

I

|熱022年
|鷺佐野
悪

5月分領収証発証N■
愛子様

悪霊蒸憩

悪
窯
溌
悪
霊

…ⅢⅧ il詐 燕1
雲鰯毒灘謹鯉］ ‐ 霞【蕊

識

轆鱈
憩難 毎度ご購読有難うございます

有限会社新
1龍

‘謡 卜記全額正に領収致しました

悪' 年 月 。
"鵜 日窪： 枝』■■ 静職",-0,2…篭懇 ”
悪
イ殿
｜
辱哩誰溌悪溌讓悪證悪溌謹悪霊溌溌醗誰悪霊溌證蕊溌溌悪溌藷蒸謡瀦蕊装憩惑蒸蕊誰讓憩窯裟謡證競詫裟悪龍悪誤

１１

末末
００

００
４３

４３

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書碁金額(a)

7,700円

案分率(b)

／

100％

一J〆JdH＝己星へ胃診､､ｰﾜ ーマグ

7,700円



様式第1－1号

書支出証拠
Z

ﾑ再11行_宝-△尚舌/ ， ＝とふ垂/1,､､ | w罐涯識i琴古･串蘋ｲ刃×IT)
案分の理由

後援会業務が含まれてい

るため稼働時間で案分

麩盟塞-昌一 ｜’ 〈－－／ぐ

経費項目 調査研究費｡研修費.広聴広報費.藍覗悌諦鑛･会議費･齢賄績･資糊静貴･事務費･蕊銅濱垂

内 容 事務員雇用（令和4年5月分）

年月 日 令和4年5月1日～令和4年5月31日 金額 32,733円

目的

使途

政務活動.

県政との

関連性

､､､、貝Mx青只口'|､｣ﾉI

’

’

’
1

千"〃

給与支払明細書

令和4年5 月分

氏名ロ■■■■■

給与

31H

1,100/h

通勤手当

日数8日

￥350/日

支給額合計

控 除 額

所得税 雇 用

保険料

控除額

.△ 三上
ロ ロ’

差引支給額

円

34,100 2,800

円 円

36,900

円 円

0

円

36,900

円

受領印

受領日

■
5月31日

36,900円

27.5h/31h

％ 32,733円



会派様式第5号

雇用実績表

5月分 氏 名 ■■ ■■

日 曜日
雇 用

時間数
うち政務活動

業務時間数
政務活動業務内容

1 日

2 月 2 2 当月案内文書1 冒認､スケジュール 崔認

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

0 火 4.5 4 当月県政資料整理、

1 水

2 木

3 金 4 3．5 県政資料発送作業

4 土

5 日

6 月

7 火 4．5 4 県政資料発送作業､スケジュール確認
8 水

9 木

20 金 4 3．5 県政資料発送作業

21 土

22 ’日

23 月

24 火 4 3.5 県内NPO情報収集

25 水

26 木

27 金 4 3.5 当月各種資料整理ﾌァイリング
28 土

29 日

30 月

31 火 4 3.5 次月ｽｹｼﾞｭｰﾙ確認､情報取集
二l
＝呵

口I (A) 31 (B) 27.5

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和4年5月31 日 ． ‐
会派･議員名ふじの<に県民クラブ・佐野愛子

1以読石割貢允ヨ訂昇I･・・qﾉXlま(こﾉの昇一式を用いて､政務沽動責充当分を算出する。
①(B){ 時間分}×単価｛ 円}== 円
②総支給額｛ 34,100円}×(B)27.5/(A)31 =30,250円



様式第1－1号

支出証拠 書

窄卑

経費項目 調査研究費･研修費･広聴嘩蹟･霊陽悌鋸鱸･会議費･資料作成費･資料購入費･事務費･謡翻濱魑

内 容 事務員雇用（令和4年5月分）

年月 日 令和4年5月1日～令和4年5月31日 金額 38,700円

目的

使途

政務活動。

県政との

関連性

<領収吾貝占付枠＞

給与支払明細書

令和4年5 月分

雲一
給与

32H

1,100/h

通勤手当

日数10日

￥350／日

支給額合計

控 除 額

所得税 雇 用

保険料

控除額

合 計

差引支給額

円

35，200 3,500

円

38,700

円 円 円

0

円

38,700

円

受領印

受領日

■■
5月31日

案分の理由

全て政務活動にかかるも

のである

領収薯喜令額(a)

38,700円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

38,700円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 佐野愛子）

鑿琿番号

経費項目 調剖暁費･研修費･広聴嘩蹟･雰諏標話鑛･会議費･資料IF成費･資糊静費･事務費･義銅濱魑

内 容 事務員雇用（令和4年5月分）

年月 日 令和4年5月1日～令和4年5月31日 金額 34,200円

目的

使途

彩比4万j画里〃口

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

1 給与支払明細書
1

｜ 令和4年5月分

氏名

給与

36H

950/h

通勤手当

日数日

￥ ／日

支給額合計

控 除 額

所得税 雇 用

保険料

控除額

"△ ニト
ロ ロI

差引支給額

円

34,200

円 円

34,200

円 円

0

円

34,200

円

受領印

受領日

■
5月31日

案分の理由

全て政務活動にかかるも

のである

領収書誉金額(a)

34,200円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

34,200円


